
人
口
一
万
六
千
人
、
北
緯
四
〇
度

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
希
望
と
安

心
が
実
感
で
き
る
、
交
流
と
健
康
福

祉
の
町
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
ホ

ッ
ケ
ー
競
技
を
町
技
と
し
て
い
る
。

ホ
ッ
ケ
ー
日
本
一
の
町
と
い
う
町

だ
け
に
四
十
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り

競
技
者
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
社

会
人
ま
で
、
家
庭
内
で
も
三
世
代
に

わ
た
り
ホ
ッ
ケ
ー
に
か
か
わ
っ
て
い

る
。
ま
た
、
ホ
ッ
ケ
ー
を
小
中
学
校

の
体
育
正
科
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

悩
み
は
少
子
化
に
よ
る
競
技
人
口

の
減
少
。
施
設
等
に
つ
い
て
も
広
域

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
多
種

目
使
用
可
能
と
す
る
こ
と
と
し
て
、

昨
年
人
工
芝
の
張
替
え
を
宝
く
じ
助

成
金
を
受
け
施
工
し
た
。

意
　
見

本
町
に
お
い
て
も
、
ホ
ッ
ケ
ー
を

今
後
も
町
技
と
し
て
い
く
な
ら
ば
、

競
技
人
口
の
増
加
対
策
あ
る
い
は
ホ

ッ
ケ
ー
場
改
修
費
用
捻
出
の
た
め
、

各
種
助
成
制
度
に
マ
ッ
チ
し
た
施
設

整
備
構
想
・
計
画
が
必
要
と
思
う
。

人
口
五
万
三
千
人
、
住
民（
顧
客
）

と
の
協
働
に
よ
る
総
合
計
画
を
策
定

し
て
い
る
村
。

「
人
と
人
」
「
人
と
地
域
」
「
人
と

自
然
」
が
共
栄
し
生
き
生
き
と
幸
せ

輝
く
た
き
ざ
わ
を
十
年
後
の
将
来
像

と
し
て
い
る
。
〇
六
年
に
は
自
治
へ

の
変
革
で
の
活
動
成
果
が
高
い
評
価

を
受
け
、
日
本
経
営
品
質
地
方
自
治

体
部
門
賞
を
受
賞
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
は
、
行
政
主

体
か
ら
住
民
主
体
へ
の
行
政
経
営
評

価
を
行
い
、
村
長
を
ト
ッ
プ
に
改
革

を
行
政
側
、
住
民
側
双
方
か
ら
推
進

し
て
い
る
。
ま
た
、
村
内
を
十
地
区

に
分
け
た
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
設

置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
二
名
の
職
員
を
配

置
し
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
二
十

五
年
後
の
将
来
像
「
滝
沢
地
域
デ
ザ

イ
ン
」
を
策
定
し
て
い
る
。
補
助
金

改
革
で
は
、
住
民
（
団
体
）
よ
り
の

公
募
制
を
採
用
。

意
　
見

改
革
は
住
民
に
分
か
り
や
す
い
目

標
値
を
設
定
し
、
住
民
本
位
の
改
革

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

平成20年６月定例会議会だより（16）あ

常任委員会行政調査報告
７月10日　岩手県岩手町・滝沢村

総務

住
民
と
の
協
働
に
よ
る

住
民
の
た
め
の
行
革
を

町
技
ホ
ッ
ケ
ー
の
普
及
策
は

町
技
ホ
ッ
ケ
ー
に
よ
る

町
づ
く
り
策

岩
手
町

行
政
経
営
理
念
に
よ
る

住
民
本
位
の
行
革
　
　
　
　滝沢

村

蜷
地
元
選
手
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を

祝
う
岩
手
町

蜷
村
と
し
て
の
人
口
日
本
一
の
滝
沢
村
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「
田
園
ホ
ー
ル
」
は
、
音
楽
を
中

心
に
文
化
的
活
動
の
各
施
設
と
し
て

利
用
さ
れ
、
高
校
合
唱
部
等
が
全
国

的
な
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残
す
な

ど
、
実
績
も
あ
が
っ
て
い
る
。

ど
こ
の
文
化
会
館
も
単
独
で
採
算

が
合
う
事
業
は
困
難
。
い
か
に
町
の

負
担
を
軽
く
す
る
か
と
い
う
な
か
で
、

指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
、
ノ
ウ

ハ
ウ
を
も
つ
民
間
へ
委
託
で
き
た
こ

と
に
よ
り
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
つ
な
が
っ
た
。
運
営
費
用
の

削
減
（
百
二
十
万
円
）
や
休
館
日
の

弾
力
的
運
用
で
稼
働
率
が
五
十
九
％

か
ら
七
十
五
％
に
向
上
す
る
な
ど
効

果
も
あ
げ
て
い
る
。
契
約
更
新
時
に

採
算
面
で
、
指
定
管
理
者
が
維
持
で

き
る
か
不
安
な
面
も
あ
る
。

意
　
見

「
倉
美
館
」
も
「
田
園
ホ
ー
ル
」

と
同
様
の
施
設
で
あ
る
。
建
設
後
十

三
年
が
た
ち
、
徐
々
に
維
持
費
が
増

え
て
く
る
。
民
間
委
託
を
前
提
に
し

な
く
と
も
良
い
が
、
他
町
村
の
先
進

事
例
を
参
考
に
、
更
な
る
効
率
化
等

を
研
究
す
べ
き
と
考
え
る
。

豪
雪
地
帯
で
医
療
環
境
が
劣
悪
で

あ
っ
た
歴
史
的
背
景
が
あ
り
、
昭
和

二
十
九
年
国
保
沢
内
病
院
を
開
設
し

た
。
昭
和
三
十
二
年
に
就
任
し
た
深

澤
村
長
の
も
と
「
生
命
尊
重
の
理
念
」

を
確
立
し
、
乳
児
死
亡
半
減
運
動
に

取
り
組
み
、
無
料
乳
幼
児
医
療
や
老

人
医
療
費
十
割
給
付
を
開
始
し
た
。

財
政
が
厳
し
い
な
か
で
も
、「
自
分
た

ち
で
生
命
を
守
っ
た
村
」
と
し
て
全

国
に
名
が
広
ま
っ
て
以
降
、
自
信
を

持
っ
た
施
策
と
な
っ
て
い
る
。
保
健

福
祉
に
対
す
る
制
度
の
良
し
悪
し
は

西
和
賀
町
の
判
断
で
よ
い
。
沢
内
村
、

湯
田
町
と
の
合
併
後
も
町
内
の
開
業

医
を
対
象
に
し
て
、
外
来
千
五
百
円
、

入
院
五
千
円
を
超
え
た
医
療
費
を
給

付
す
る
制
度
の
維
持
は
、
高
く
評
価

さ
れ
る
。

意
　
見

当
町
で
も
保
健
福
祉
へ
の
施
策
は

拡
充
し
て
き
て
い
る
が
、
町
民
の
健

康
の
た
め
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図

る
施
策
は
常
に
念
頭
に
お
く
べ
き
と

思
う
。

常任委員会行政調査報告
７月９日　岩手県矢巾町　　７月11日　岩手県西和賀町

町
文
化
会
館
「
田
園
ホ
ー
ル
」

の
管
理
運
営
　
　
　
　

矢
巾
町

高
齢
者
医
療
費
給
付
の
町

西
和
賀
町

厚生文教

町
民
の
健
康
の
た
め
の
経
済
的

負
担
軽
減
を

「
倉
美
館
」
の
効
率
的
な
運
営

を
研
究
す
べ
き

蜷
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営

「
田
園
ホ
ー
ル
」
正
面

蜷
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
説
明
す
る
高
橋
町
長
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「
新
幹
線
の
駅
」
「
道
の
駅
」
「
街

の
駅
」
「
川
の
駅
」
の
四
つ
の
駅
構

想
は
基
本
理
念
も
明
確
で
あ
り
、
交

流
と
連
携
を
基
に
地
域
基
盤
づ
く
り

を
進
め
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

を
活
か
し
相
乗
効
果
に
よ
り
ま
ち
の

活
性
化
促
進
を
図
る
と
い
う
、
国
土

交
通
省
施
工
の
も
の
に
町
施
工
施
設

を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
た
成
功
例
で

あ
る
と
思
う
。
街
の
駅
構
想
は
当
町

で
あ
れ
ば
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

と
同
じ
と
感
じ
、
商
店
会
等
が
更
な

る
利
用
促
進
を
図
れ
ば
面
白
い
施
設

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

意
　
見

町
内
の
観
光
地
や
歴
史
文
化
財
等

を
全
体
と
し
て
関
連
を
持
た
せ
情
報

を
発
信
さ
せ
る
こ
と
で
よ
り
訴
求
力

が
強
ま
る
。
ま
た
、
産
直
施
設
等
を

整
備
し
、
地
産
食
材
の
使
用
度
の
割

合
に
よ
り
地
産
地
消
レ
ス
ト
ラ
ン
と

し
て
の
ラ
ン
ク
付
け
等
は
地
場
産
品

の
消
費
拡
大
、
農
産
物
生
産
者
の
所

得
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

公
認
会
計
士
に
よ
る

経
営
状
況
調
査
も
実
施

第
三
セ
ク
タ
ー
は
黒
字
ば
か
り
追

求
し
て
は
い
け
な
い
と
の
町
長
の
話

が
あ
っ
た
が
、
厳
し
い
経
営
状
況
の

中
で
経
営
評
価
委
員
会
を
設
置
し
、

経
営
見
直
し
を
す
る
と
い
う
積
極
的

な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
た
。
公
認
会

計
士
に
よ
る
調
査
結
果
報
告
を
踏
ま

え
、
経
営
評
価
委
員
会
に
よ
り
今
後

の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
あ
り
方
、
町
の

関
わ
り
方
等
に
つ
い
て
分
析
提
言
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
町
議
会
よ
り

健
全
経
営
の
確
保
に
関
す
る
決
議
が

同
時
期
に
決
議
さ
れ
て
い
る
。

意
　
見

第
三
セ
ク
タ
ー
の
所
期
の
目
的
や

産
業
振
興
で
の
営
利
目
的
と
の
関
連

等
を
原
点
に
返
り
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
公
認
会
計
士
に
よ
る
経

営
状
況
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
経
営
安
定
の
方
策
を
協
議
し
、

今
後
の
産
業
振
興
に
反
映
さ
せ
て
は

ど
う
か
。

常任委員会行政調査報告
７月10日　岩手県岩手町　　７月11日　岩手県西和賀町

四
つ
の
駅
の
活
性
化
対
策岩

手
町

第
三
セ
ク
タ
ー
の

経
営
見
直
し
策
　
　
　
　
　
　
　

西
和
賀
町

建設経済

第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
見
直
し
の

時
期
で
は

潜
在
す
る
観
光
資
源
等
の
有
機

的
活
用
を

蜷
交
流
の
拠
点
と
し
て
設
置
さ
れ
た

「
街
の
駅
」

蜷
見
直
し
が
進
む
温
泉
宿
泊
施
設



常任委員会行政調査報告
７月９日　岩手県矢巾町　　７月10日　岩手県岩手町

（19）平成20年６月定例会議会だより

議
会
だ
よ
り
の
編
集
方
策

広
報
編
集
常
任
委
員
会
は
所
管
行

政
調
査
と
し
て
、
岩
手
県
矢
巾
町
と

岩
手
町
の
議
会
だ
よ
り
の
編
集
方
策

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
矢
巾
町
の
議
会
だ
よ
り
は

全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

平
成
二
年
度
か
ら
、
入
選
六
回
、
優

秀
賞
三
回
、
最
優
秀
賞
一
回
、
と
輝

か
し
い
実
績
を
残
し
て
い
る
。

何
故
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

一
つ
に
は
議
長
は
じ
め
、
議
会
全
体

が
立
派
な
議
会
だ
よ
り
を
、
町
民
に

理
解
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
つ
く
る

た
め
全
力
を
尽
く
し
て
い
る
姿
を
汲

み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
た
め
編
集
委
員
全
員
が
事
務

局
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
特
に
研
修
等
に
は
編
集
委
員
全

員
で
参
加
し
、
全
員
で
意
思
統
一
を

図
る
、
こ
こ
に
並
々
な
ら
ぬ
決
意
を

感
じ
た
。
紙
面
の
編
集
で
は
、
表
紙

の
写
真
の
工
夫
、
一
ペ
ー
ジ
開
い
た

と
こ
ろ
の
記
事
の
あ
り
方
な
ど
参
考

に
な
っ
た
。

岩
手
町
で
は
岩
手
町
議
会
広
報
の

発
行
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
、
広

報
発
行
の
意
思
を
明
確
に
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
に
感
じ
た
。

岩
手
町
議
会
も
全
国
町
村
議
会
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
奨
励
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
参
考
に
な
る
点
が
多

か
っ
た
。

た
だ
こ
の
町
の
議
会
だ
よ
り
編
集

は
矢
巾
町
に
く
ら
べ
、
議
会
事
務
局

の
関
わ
り
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ

広報編集

広
報
づ
く
り
の
優
秀
議
会
を
調
査

ら
れ
、
そ
の
こ
と
が
紙
面
づ
く
り
に

プ
ラ
ス
に
働
け
ば
今
後
優
秀
賞
の
受

賞
も
夢
で
は
な
い
と
感
じ
た
。

後
　
記

広
報
編
集
常
任
委
員
全
員
で
、
今

回
の
調
査
を
機
に
町
民
の
皆
さ
ん
に

議
会
の
様
子
が
「
分
か
り
や
す
い
・

読
み
や
す
い
」
と
い
わ
れ
る
議
会
だ

よ
り
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

蜷
編
集
方
法
を
説
明
す
る
矢
巾
町
吉
田
議
長

▲全国広報コンクールで奨励賞を受賞


